
 

 

 

 

 

 

 

 
今年度の経営方針について 

４月１８日（土）に第１回学校運営協議会を開催し、学校経営方針につきまして承認を得ましたのでお知らせいたします。
先日の保護者会でお示ししました学校経営方針と変更はございません。改めまして掲載させていただきます。ご理解、ご協
力をお願いいたします。 
１ 教育目標を達成するための基本方針 
（１）あらゆる偏見や差別をなくし互いに認め合い、安心して学ぶことのできる教育を推進する。 
（２）学習指導要領の趣旨を踏まえた教育の充実と授業改善及び指導力向上の推進。 

 （３）キャリア教育の視点を踏まえた基礎的・汎用的能力の育成を図る教育活動の推進を図る。 
 （４）地域、保護者との協働により、開かれた学校づくりと防災教育の充実を図る。 
２ 目指す学校像、生徒像、教師像 
（１）目指す学校像 

   ①生徒誰もが楽しいと感じられる学校  
 ②保護者の方には通わせたい学校  
③地域の方には関わりたい学校 

（２）目指す生徒像 
   ①主体的に思考し表現、行動する生徒 
   ②自分、他者、礼儀、時間、もの を大切にする生徒 
（３）目指す教師像 

 ①教育に対する情熱と使命感をもつ教師   ②豊かな人間性と思いやりのある教師 
   ③子供の良さや可能性を引出し伸ばすことができる教師  
④組織人としての責任感、協調性をもち互いに高め合う教師 

3 本年度の重点目標 
①年度当初の出会いから始まる４月の学級づくりを通して、規範意識を高める指導、教育相談の充実、対人関係のトラブ
ルが起きないよう、エクササイズやトレーニングを行い、どの生徒にも落ち着ける学級にしていく教員主導の ｢居場所づ
くり｣を行う。 
②授業や学校行事等を通して、自分、他者、礼儀、時間、ものを大切にすることを意識して、生徒が主体的に思考し表現、
行動する生徒を育成する。 
③荒川区研究指定校として、主体的に思考し表現する生徒の育成をめざし、個別最適な学びと協働的な学びを実現させ
る取組を行い、楽しく分かりやすい授業を実践する。 
④生徒指導のスタンダードを改訂し、共通理解、共通実践を図る。 
⑤学校図書館活用の一層の推進、リーディングスキルテストの結果を踏まえた読解力・国語力の向上を進めることで学力
の定着・向上を図る。 
⑥ユニバーサルデザインを取り入れた授業、教室や廊下等の校内環境整備を強化するとともに、居場所づくりのための環
境整備を行う。 
⑦学校全体で取り組むポジティブ行動支援に取り組み、生徒の良い行動を増加させる。 
⑧週３回１モジュール 10分のモジュール学習を行い、５教科の基礎学力の向上を図る。 
⑨複数担任制を導入し、生徒の主体性を伸ばし、複数の教員で生徒の様子を見とるとともに相談しやすい体制を強化す
る。 
⑩生徒主体で学校のきまりや ICT活用のためのルールを検討する機会をつくることを通して、生徒の規範意識を高める。 
⑪いじめ・不登校への対応の充実を図る。 
⑫特別支援教室拠点校として特別支援教室の充実を図る。 
⑬校内外での文化的活動や奉仕活動、職業体験等の充実により、豊かな人間性、社会性を育成する。 
⑭「自ら学ぶ」ための学び方指導を行うことで、学習習慣の定着と学力向上を図る。 
⑮英語教育を充実させ、国際コミュニケーション能力を育成する。 

4 指導の重点 
（１）学習指導 
①「五中生の学習ガイド」の活用や具体的な学習方法の指導により、学習習慣の確立を図る。 
②分かる授業、習熟度別授業、あらかわ寺子屋の補充学習等を行うことで、基礎・基本の定着、学力向上を図る。 
③デジタル教科書やタブレットＰＣ等のＩＣＴ機器の積極的な活用による指導力の向上や指導と評価の一体化を目指し
た指導方法の工夫・改善を図り、21世紀型能力の育成を図る。 

④学校図書館活用委員会を核として学校司書と連携しながら、学校図書館の学習・情報センターとしての機能を活か
し、各教科や総合的な学習の時間等において学校図書館を一層活用するとともに、「図書館を使った調べる学習コン
クール」、「図書館を活用したコラボ授業」を奨励し、読解力等の豊かな言語能力や探求する力を育成する。 

⑤「考え・議論する道徳」の授業実践や道徳教育の充実により、「生きる力」の核となる豊かな人間性や社会性、国際   
  社会に生きる日本人としての自覚をもたせ、人間尊重の精神を育成する。 
⑥タブレットＰＣ等を利用した個別学習などにより、不登校生徒等に対する学習支援の充実を図る。 
 

 

 

 

 

令和８年度 

梧中だより 

荒川区立第五中学校  校長 市川 拓治  

令和８年５月１４日  第２号 
学校教育目標 

〇思いやりと規範意識のある生徒 

〇自ら学び考え行動する生徒 

〇個性豊かで創造力のある生徒 

〇意欲的に取り組む生徒 

 

 校訓 『望み・誇り・理想』をもつ生徒 

 



⑦TGG、英語学習アプリ、英語検定や NEA の積極的な活用を行うとともに、目的・場面・状況を設定した言語活動を
重視し、国際コミュニケーション能力を育成する。 

（２）生活指導 
   ①信頼関係を基盤にしたあいさつ、「認め・励まし・褒める・支える」指導、対話、個と集団の働きかけ等の発達支持的な
生徒指導を通して、思いやり、人間関係形成力などの資質・能力を育成する。 
②五中の基本生活目標「あいさつ・時間・身だしなみ」（あ・じ・み）を常に意識させた指導に取り組む。 
生徒へのあいさつや声掛けを常に心がけ、授業規律や基本的生活習慣の確立を図る。 

   ③共通理解、共通実践、正確な情報収集により各学年の情報交換を密にし、全校の生活指導体制を確立する。問題行
動等の早期発見、早期指導に努め、問題発生の未然防止に努める。 

   ④「共に育てる」意識をもち、地域・保護者、教師と生徒・生徒相互の心のふれ合いを大切にし、認め合い、助け合う、豊
かな人間関係を育てる学年・学級経営を行う。 

⑤特別支援教育委員会を中心として特別支援教育の充実を図るとともに、スクールカンセラーや心理専門相談員、ＳＳ
Ｗ等関係諸機関と連携し、組織的な相談体制を充実させ、個々に応じた相談活動を行う。 

⑥いじめ防止対策委員会での情報共有・共通理解により「いじめ」の早期発見、未然に防止する手だてを講じて「いじ
め」を起こさせないようにする。学期一回の「いじめアンケート調査」を実施する。 

⑦不登校対策委員会を中心にして、校内外での不登校生徒への支援の充実を図る。 
⑧「特別支援教室」拠点校としての利点を生かし、円滑な支援教室の運営と連携の強化を一層図る。 
⑨情報モラル教育を充実させ、インターネット問題の未然防止を図る。 

（３）進路指導 
  ①組織的・計画的な指導でキャリア教育を推進する。外部人材（職業人）による「校内ハローワーク」や「勤労留学」及
びそれらの事前・事後学習の充実により、働くことの意義や自らの生き方を考えさせ、職業観・勤労観の育成を図る。 

②生徒の主体的な進路選択を行うために、二者面談、三者面談により、能力や適性を的確に把握し、支援・指導を行う。 
（４）その他 
①学級活動や生徒会活動及び行事（特に運動会、学習発表会）を通して、生徒が自発的に活動できる能力を育成し、
集団の中の望ましい人間関係力や社会的自立の基礎を養う。 

②Ｑ－Ｕテストの分析結果を共有し、学級経営、生徒指導に生かすことで良好な人間関係・集団作りを推進する。 
③地域との連携を図り、JRC活動や防災活動、地域貢献活動に取り組むことで、社会貢献意識や奉仕の精神の育成を 
図る。 

④情報発信として、学校ホームページ、学校だより、学年だよりの充実を図る。 

 
運動会の集団演技の変更について 

 
本校では、体育科の授業は男女共習で行い、授業で身につけた力を運動会で発表することを大切にしています。この

「授業の成果発表」という位置づけを踏まえ、今年度の集団演技について検討しました。その結果、三年生男女合同による
ソーラン節のみを、今年度の集団演技として実施することといたしました。 
この判断には、次の理由があります。 
• 体育科授業が男女共習で行われている。 
・ 授業で積み重ねてきた動きを、そのまま発表につなげることができる。 
• 体育科正規教員が 1名であり、昨年度実施した男女別に分けたソーラン節と集団行動の演技を同時に指導することが 
難しい。 

・ 安全性と指導の質を確保するため、三年生に対象を絞り、集中して練習できる体制を整える。 
  
今年度２年生の集団演技はありませんが、来年度の集団演技に向けて指導してまいります。ご理解とご協力いただきます

ようお願いいたします。 
 

5月、6月の主な行事予定（詳しくは 5月、6月の行事予定表をご覧ください） 

日 曜

日 

行 事 日 曜 行事 

5/15 金 修学旅行（３）下田移動教室説明会（２） ６/ 1 

 

月 振替休業日 

１６ 土 修学旅行（３）    ２ 

 

火  

１７ 日 修学旅行（３）    ３ 

 

水 各種委員会 

１８ 月 振替休業日（３）    ４ 

 

木 中央議会 

１９ 火 振替休業日（３）    ５ 

 

金  

２０ 水     ６ 

 

土 天王祭 

２１ 木     ７ 

 

日 天王祭 

２２ 金 生徒総会、英語検定    ８ 

 

月 生徒会朝礼 

２３ 土     ９ 

 

火  

２４ 日  1０ 

 

水 教員研修会 

２５ 月  1１ 

 

木 第１回進路説明会（３） 

２６ 火  1２ 

 

金  

２７ 水 運動会予行 1３ 

 

土  

２８ 木  1４ 

 

日  

２９ 金  1５ 

 

月 下田移動教室（２） 

３０ 土 運動会 1６ 

 

火 下田移動教室（２） 

３１ 日 運動会予備日 1７ 

 

水 下田移動教室（２） 

 


